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１ 調査目的 

本調査は、市民の人権問題に対する考えを把握するとともに、今後の人権教育及び啓発活動

に生かしていくための検討資料とすることを目的とする。 

 

２ 調査設計 

（１）調査対象 

宮津市に在住の 15 歳以上の市民から 2,200 人を無作為抽出 

（２）抽出方法 

住民基本台帳から、市内の性別・年齢別構成を考慮し、1,800 人を層化抽出した（これを

標準サンプルという）。回収率が低いとみられる 15～19 歳、20～29 歳については、別に

400 人を抽出し、これを追加した（これを追加サンプルという）。 

（３）調査方法 

郵送配付・郵送回答又はオンライン回答 

（４）調査期間 

令和７年９月１日～９月 30 日 

 

３ 回収結果 

有効回収数：733 件（有効回収率：33.3％） 

(このうち 標準サンプル：644 件、追加サンプル：89 件) 

 

４ 報告書の見方 

（１）調査結果を総数、男女別で表す場合は、市内の性別・年齢別構成を反映した 1,800 人（標

準サンプル）についてのデータ（有効回答数 644 件）で示し、年齢別に調査結果を表す場

合は、15～19 歳と 20～29 歳に追加分 400 人（追加サンプル）についてのデータ（有効回

答数 89 人）を加えたもので示している。 

また、前回調査等との比較と設問間クロス集計は、標準サンプルのデータで示している。 

（２）図中のｎ（number of case）は、設問に対する回答者数のことである。 

（３）回答比率（％）は回答者数（ｎ）を 100％として算出し、小数点以下第２位を四捨五入し

て表示した。そのため、四捨五入の結果、内訳の合計が 100.0 に一致しないことがある。

また、複数の回答を求める設問では、回答比率（％）の計は 100.0％を超える。 

（４）図表中にＭＡという表示がある場合は、複数回答であることを示している。 

・  ＭＡ％（Multiple Answer）：回答選択肢の中からあてはまるものをすべて選択する場合 

 （５）性別について「いずれでもない」という回答は２件あったが、回答割合を算出するには実

数が非常に少ないため、性別による調査結果の表示は「女性」「男性」とし、「どちらでも

ない」は示していない。 

 （６）「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」という２つの回答を合わせたものを示す場

合、『そう思う』とした。また、「どちらかといえばそう思わない」と「そう思わない」を

合わせたものを示す場合は、『そう思わない』とした。問 15の「避けると思う」と「どち

らかといえば避けると思う」についても、『避けると思う』と表示している。 
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１ 回答者属性 

（１）性別 

【図① 性別】 

 

 

 

 

 

 

 

【図② 年齢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.6

2.8

6.2
8.7 15.2 21.4 42.1 0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20代 40代

30代 　50代 　　60代 　　　70代以上 無回答

15～
19歳

全体

(n=644)

55.1 42.7

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性 男性 無回答

全体

(n=644)
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２ 人権課題への関心 

問１ 日本における人権課題について、あなたの関心があるものはどれですか。 

該当するものをいくつでもあげてください。 

 

【図 1-1 関心のある人権問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

34.3

35.6

40.7

44.9

23.8

9.3

22.7

7.5

7.8

16.5

21.1

45.7

22.0

8.7

15.5

13.0

27.6

6.1

5.4

1.2

2.2

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

1 女性

2 子ども

3 高齢者

4 障害者

5 部落差別（同和問題）

6 アイヌの人々

7 日本で暮らす外国人

8 エイズ患者・ＨＩＶ感染者

9 ハンセン病患者・元患者（回復者）とその家

10 刑を終えて出所した人

11 犯罪被害者とその家族

12 インターネット上の人権侵害

13 北朝鮮当局によって拉致された被害者

14 ホームレス

15 性的マイノリティ（ＬＧＢＴＱ＋）

16 性的サービスや労働の強要などの人身取引

17 風評に基づく偏見や差別など災害に伴う人権問題

18 ゲノム情報（遺伝情報）に関する偏見や差別

19 関心がない

20 その他

無回答

(n=644) (MA%)
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【問 1 前回調査との比較】 

 

  

（％）

令和7年度 令和2年度

回答者数 644 977

1 女性 34.3 30.9

2 子ども 35.6 26.0

3 高齢者 40.7 33.8

4 障害者 44.9 42.9

5 部落差別（同和問題） 23.8 24.7

6 アイヌの人々 9.3 6.6

7 日本で暮らす外国人 22.7 13.1

8 エイズ患者・ＨＩＶ感染者 7.5 6.1

9 ハンセン病患者・元患者（回復者）とその家族 7.8 8.7

10 刑を終えて出所した人 16.5 11.3

11 犯罪被害者とその家族 21.1 15.1

12 インターネット上の人権侵害 45.7 39.4

13 北朝鮮当局によって拉致された被害者 22.0 25.3

14 ホームレス 8.7 7.9

15 性的マイノリティ（ＬＧＢＴＱ＋） 15.5 13.0

16 性的サービスや労働の強要などの人身取引 13.0 11.3

17 風評に基づく偏見や差別など災害に伴う人権問題 27.6 9.6

19 関心がない 5.4 9.2

20 その他 1.2 2.6

無回答 2.2 6.9
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３ 人権に関する法律や行政の取組、相談窓口について 

問２ あなたは、次のような人権に関する法律や行政の取組、相談窓口を知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.4

16.9

12.6

13.8

19.3

19.4

31.7

34.8

35.2

52.3

32.1

40.1

39.6

36.5

41.0

44.6

45.8

34.5

24.2

38.5

32.0

37.3

40.2

42.7

49.4

43.9

34.3

32.9

32.1

39.6

24.5

14.6

28.9

0.3

0.8

1.6

1.2

1.9

1.9

1.7

1.4

1.7

1.1

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

カ　こども基本法

ア　部落差別解消推進法
（部落差別の解消の推進に関する法律）

イ　障害者差別解消法
（障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律）

ウ　ヘイトスピーチ解消法
（本邦外出身者に対する不当な差別的言動の

解消に向けた取組の推進に関する法律）

エ　ＬＧＢＴ理解増進法
（性的指向及び ジェンダーアイデンティティの多様性に関する

国民の理解の増進に関する法律）

オ　女性活躍推進法
（女性の職業生活における活躍の推進に関する法律）

キ　広報誌、ホームページ、SNSによる情報発信

ク　本人通知制度

ケ　人権市民のつどい

コ　市民相談窓口

サ　人権擁護委員による人権相談

知っている 聞いたことはあるが、
内容までは知らない

無回答知らない

(n=644)
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５ 人権侵害を受けた経験 

 

（２） 問４（１）で「４ 思ったことがある」を選択された方にお尋ねします。 

それはどのような場合ですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 人権侵害についてお尋ねします。 

（１） あなたは、過去５年間に、ご自分の人権が侵害されたと思ったことがありますか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

67.9 14.0 1.9 14.3 2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

思ったことはない 答えたくない 無回答
思ったことがあるよく覚えていない

(n=644)

40.2

32.6

27.2

6.5

14.1

14.1

7.6

8.7

22.8

10.9

25.0

7.6

1.1

9.8

0.0

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

1 あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口

2 名誉・信用のき損、侮辱

3 プライバシーの侵害

4 暴力、脅迫、強要暴力

5 差別的取扱い

6 地域社会での嫌がらせ

7 学校でのいじめ

8 セクシュアル・ハラスメント

9 パワー・ハラスメント

10 カスタマー・ハラスメント

11 職場での嫌がらせ

12 ドメスティック・バイオレンス

13 児童虐待

14 その他

無回答

(n=92)
(MA%)
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６ 慣習や文化などに関する意見や考え方 

問５ 次のような慣習や文化などに関する意見や考え方について、あなたはどう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.0

3.6

3.6

11.8

10.6

15.7

16.3

9.8

7.6

14.4

23.8

14.6

14.6

19.9

25.2

22.8

18.5

22.4

28.0

25.8

25.3

18.5

22.4

13.8

7.9

10.4

11.6

8.5

42.4

42.5

48.3

33.2

35.7

30.9

29.0

1.2

1.1

1.4

0.9

0.8

1.4

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う 無回答

どちらかといえばそう思わない

　どちらかといえばそう思う そう思わない

　どちらともいえない(n=644)

キ　「あの世」や「来世(らいせ)」が
　　あると信じるほうだ

ア　結婚相手を決めるときは、
　　家柄や血筋を重視するほうがよい

イ　家柄や家の格は、今の世の中に
　　おいても大切にすべきである

ウ　長男には他の子どもと違う
　　特別な役割がある

エ　結婚式は、「大安」の日を
　　選ぶほうがよい

オ　葬式の際、「清め塩」は必要だ

カ　女性が相撲の土俵にあがれないのは、

　　しきたりだから仕方がない
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９ 家族や性別役割などに関する意見や考え方 

問８ 家族や性別役割などに関する次のような意見や考え方について、 

あなたはどのように思われますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ク　女性は理数系科目が苦手なので、大学の
　　理工系学部の女性比率が低いのは仕方がない

ケ　自分の家族や親戚が未婚のまま子どもを
　　産むことには反対する

コ　自分の家族や親戚が外国人と結婚することには
　　抵抗がある

ア　結婚は個人の自由だから、
　　結婚してもしなくてもよい

イ　女の子は女の子らしく、
　　男の子は男の子らしく育てるべきだ

ウ　子どもが３歳になるまでは、
　　母親は育児に専念するべきだ

エ　家庭生活は、妻が家事・育児を受け持ち、
　　夫は妻子を養うのが一番よい

オ　妻が働いていなくても、
　　夫は家事・育児をするべきだ

カ　夫が海外赴任する場合、妻は働いていても
　　仕事を辞めて夫に同行すべきだ

キ　希望すれば夫婦別姓を選択できるように
　　すべきである

48.0

7.9

7.9

4.2

29.7

2.3

25.5

4.7

14.4

3.6

21.9

17.7

19.1

9.2

32.8

5.7

14.1

5.9

21.4

10.6

17.1

31.2

28.7

30.3

24.1

37.9

28.0

33.4

32.0

25.9

6.4

14.0

11.6

13.4

5.1

13.2

9.5

13.7

12.9

16.8

5.3

27.2

31.1

41.8

7.3

39.0

21.1

40.5

18.0

42.2

1.4

2.0

1.6

1.2

1.1

1.9

1.9

1.9

1.2

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う 無回答

どちらかといえばそう思わない

　どちらかといえばそう思う

そう思わない　どちらともいえない
(n=644)
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【問 8 前回調査との比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ケ
自分の家族や親戚が未婚のまま子
どもを産むことには反対する

今回調査
（N＝644）

前回調査
（N＝977）

コ
自分の家族や親戚が外国人と
結婚することには抵抗がある

今回調査
（N＝644）

前回調査
（N＝977）

キ
希望すれば夫婦別姓を選択できる
ようにすべきである

今回調査
（N＝644）

前回調査
（N＝977）

イ
女の子は女の子らしく、
男の子は男の子らしく
育てるべきだ

今回調査
（N＝644）

前回調査
（N＝977）

子どもが３歳になるまでは、
母親は育児に専念するべきだ

今回調査
（N＝644）

前回調査
（N＝977）

エ
家庭生活は、妻が家事・育児を
受け持ち、夫は妻子を養うのが
一番よい

今回調査
（N＝644）

前回調査
（N＝977）

ウ

ア
結婚は個人の自由だから、
結婚してもしなくてもよい

今回調査
（N＝644）

前回調査
（N＝977）

48.0

36.9

7.9

11.1

7.9

12.5

4.2

7.3

25.5

24.9

14.4

18.9

3.6

5.7

21.9

20.1

17.7

22.3

19.1

19.1

9.2

12.0

14.1

16.6

21.4

21.5

10.6

12.2

17.1

20.9

31.2

27.8

28.7

27.6

30.3

30.2

28.0

30.8

32.0

29.4

25.9

22.3

6.4

11.2

14.0

13.3

11.6

12.8

13.4

13.8

9.5

9.6

12.9

12.5

16.8

16.4

5.3

8.0

27.2

22.5

31.1

24.7

41.8

34.2

21.1

15.3

18.0

14.9

42.2

41.1

1.4

3.0

2.0

3.0

1.6

3.3

1.2

2.6

1.9

2.9

1.2

2.8

0.9

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

そう思う

どちらかといえばそう思わない

どちらかといえばそう思う

　　そう思わない　　どちらともいえない
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10 子どもに受けさせたい教育の程度 

問９ あなたは、子どもにどの程度の教育を受けさせたいと思いますか。 

子どもの有無にかかわらず男女それぞれについてお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 9 前回調査との比較】 

 

（％）

令和7年度 令和2年度 令和7年度 令和2年度

回答者数 644 977 644 977

１　中学校 0.0 0.4 0.0 0.3

２　高校 11.0 11.4 9.3 9.2

３　短期大学・専門学校 18.2 25.8 8.5 10.8

４　大学 57.9 51.7 67.4 66.5

５　大学院 2.8 2.0 4.8 4.1

６　その他 7.6 5.4 7.5 5.4

無回答 2.5 3.3 2.5 3.6

女の子の場合 男の子の場合

0.0

0.0

11.0

9.3

18.2

8.5

57.9

67.4

2.8

4.8

7.6

7.5

2.5

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女の子

男の子

中学校 短期大学・専門学校 大学院   その他

高校 大学 無回答(n=644)

ア 女の子
　　の場合

イ 男の子
　　の場合


